
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１３ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

講座名 美術Ⅰ 

使用教科書 高校生の美術１ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自分の感じ方、想いを大切に作ることを重視します。作品はできる限り展示して、いろんな人の目に

触れるようにしたいと考えています。友人の作品にも関心を持ち、味わい共感できるようになりまし

ょう。制作レポートや鑑賞レポートを通し、自らの作品や感じたことについて言葉でも表現していき

ます。 

 

２ 学習の到達目標 

・美術の創造活動を通して美的感覚を洗練し表現と鑑賞の能力を高める。 

・美術についての理解を深め美術を愛好する心情を育てる。 

・自分を出発点として感じ、作り、味わう眼を育てる。 

・固定観念にとらわれず、他者の作品や未知のものを受け入れ、理解しようとする柔軟な感性を育て

る。 

・基礎的な表現への考え方、技術力を身につける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

対象や事象を捉える造形的

な視点について理解を深め

ている。 

創造的な美術の表現をする

ために必要な技能を身に付

け、意図に応じて表現方法

を創意工夫し、表してい

る。 

造形的なよさや美しさ、表

現の意図と創造的な工夫、

美術の働きなどについて考

えるとともに、主題を生成

し発想や構想を練ったり、

美術や美術文化に対する見

方や感じ方を深めたりして

いる。 

美術や美術文化と豊かに関わ

り主体的に表現及び鑑賞の創

造活動に取り組もうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

デ
ッ
サ
ン 

ガイダンス 

 

クロッキー 

 

 

鉛筆デッサン 

・身近なものを描くことに

関心をもち、身近なものを

見つめ感じ取った特徴や、

ものに対する自分の思いな

どから主題を生成する。 

・主題をもとに、鉛筆の特性

を生かして構想を練る。 

・構図や濃淡などを工夫し、

鉛筆の特性を生かして制作

する。 

・完成作品を鑑賞し合い、意

図や工夫を感じ取り、話し

合う。 

 

a:意図に応じて材料や用具の特

性を生かすとともに、色や質感な

どの表現を工夫し、主題を追求し

て創造的にあらわしている。 

b:対象を見つめて、形体の特徴を

つかみ、構成などを工夫してい

る。鉛筆による表現のさまざまな

効果などから主題を生成し、鉛筆

の特性を生かした表現方法など

について考え、創造的な表現の構

想を練っている。 

c:主体的に対象を見つめ、感じ取

った特徴や自分の思いなどをも

とにし、鉛筆ならではの効果など

を追求して、表現の創造活動に取

り組もうとしている。 

 

 

作品 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞ワー

クシート 

 

 

作品 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞ワ

ークシ

ート 

 

 

活動の様

子 

 

活動の様

子 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り

シート 

鑑賞ワー

クシート 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
塗
り
絵 

アクリル絵具の理解・扱い

方 

・意図に応じて混色といっ

た絵の具の特性などを生か

し、表現方法を創意工夫し、

主題を追求して創造的に表

している。 

・身近にあるキャラクター

に注目し、色や大きさ、レイ

アウトなどの表現方法を観

察してその意味を捉え、創

造的に表す。 

・塗り絵による幅広い表現

の面白さを理解し、自分や

他者の作品を通じて作者の

意図や工夫を知り、主体的

にデザインの表現の創造活

動に取り組もうとする。 

a:意図に応じて表現方法を創意

工夫し、キャラクターのデザイン

の特徴を生かして、目的や計画を

基に創造的に表している。 

c:身近にあるキャラクターから

受ける印象やデザインの工夫に

ついて考え、主体的に表現の創造

活動に取り組もうとしている。 

塗り絵のよさや美しさを感じ取

り、そこに込められた意図を汲み

取って見方や感じ方を深める鑑

賞の創造活動に主体的に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

作品 

 

 

鑑賞ワー

クシート 

  

 

 

活動の様

子 

 

 

 

 

 

振り返り

シート 

 

鑑賞ワー

クシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

展
開
す
る
形 

 展開する形 

 アイデアスケッチ 

 作図 

 切り取り 

 貼り付け 

 振り返り 

 

・マークやサインなど、情報

をわかりやすく伝えるデザ

インに関心をもち、伝える

内容や相手などから主題を

生成する。 

・主題をもとに、作品形態や

表現方法、配色や構成など

の構想を練る。 

・形や色、構成などを工夫し

て制作する。 

・完成作品を鑑賞し合い、意

図や工夫を感じ取り、話し

合う。 

 

 

 

a:形や色などが感情にもたらす

効果や、造形的な特徴などをもと

に、わかりやすく効果的な伝達の

デザインを、全体のイメージや作

風などで捉えることを理解して

いる。 

意図に応じて材料や用具の特性

を生かすとともに、表現を工夫

し、目的や計画をもとに創造的に

あらわしている。 

 

b:伝える情報の内容や相手など

から主題を生成し、単純化や省

略、強調などの効果や、わかりや

すさと美しさの調和などについ

て考え、創造的な表現の構想を練

っている。 

情報を伝えるデザインの目的や

機能との調和の取れた洗練され

た美しさなどを感じ取り、情報を

わかりやすく効果的に伝える工

夫などについて考え、見方や感じ

方を深めている。 

 

c:主体的に誰に何を伝えるかを

考え，わかりやすく効果的なデザ

インを工夫する表現の創造活動

に取り組もうとしている。 

主体的に情報を伝えるデザイン

の目的や機能との調和の取れた

美しさなどを感じ取り，わかりや

すく効果的に情報を伝える工夫

などについて考える鑑賞の創造

活動に取り組もうとしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

作品 

 

 

鑑賞ワー

クシート 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

 

アイデ

アスケ

ッチ 

 

作品 

 

 

鑑賞ワ

ークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

活動の様

子 

 

 

 

 

 

振り返り

シート 

 

鑑賞ワー

クシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

マ
イ
ワ
ー
ル
ド 

・立体的な造形で自己をあ

らわすことに関心をもち、

自分を見つめ感じ取ったこ

とから主題を生成する。 

・主題をもとに、作品形態

や表現方法、用具の使い方

などの構想を練る。  

・形や色、材料などを工夫

し、用具の特性を生かして

制作する。 

・完成作品を鑑賞し合い、

意図や工夫を感じ取り、話

し合う。 

a:形や色、素材などが感情にもた

らす効果や、造形的な特徴などを

もとに、自己をあらわした作品

を、全体のイメージや作風などで

捉えることを理解している。 

意図に応じて材料や用具を選択 

し、その特性を生かすとともに、

表現の形態や方法を工夫し、主題

を追求して創造的にあらわして

いる。 

b:自己を見つめ、感じ取ったこと

や考えたことから主題を生成し、 

材料の質感や量感を生かした表

現などについて考え、創造的な表

現の構想を練っている。 

自己をあらわした作品の造形的

なよさや美しさを感じ取り、作者

の心情や意図と創造的な表現の

工夫などについて考え、見方や感

じ方を深めている。 

c:主体的に自己をあらわした作

品の造形的なよさや美しさを感

じ取り、作者の意図や作品に込め

られた思いなどについて考える

鑑賞の創造活動に取り組もうと

している。 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

作品 

 

 

鑑賞ワー

クシート 

ワーク

シート 

 

アイデ

アスケ

ッチ 

 

作品 

 

 

鑑賞ワ

ークシ

ート 

活動の様

子 

 

 

 

 

 

振り返り

シート 

 

鑑賞ワー

クシート 

三
学
期 

東
洲
斎
写
楽 

写楽の生涯と模写 

   

・写楽の生涯と作品に関心

をもち、浮世絵版画や肉筆

画などで活躍した写楽の表

現の豊かさを感じ取る。 

・模写を通じて作品の理解

を深める。 

・感じたことや考えたこと

を話し合い、他者の考えに

関心をもち、作家や作品の

見方や感じ方を深める。 

a:形や色、材料などが感情にもた

らす効果や、造形的な特徴などを

もとに、写楽が描いた作品を、全

体のイメージや作風、様式などで

捉えることを理解している。 

 

b:浮世絵版画や肉筆画の造形的

なよさや美しさを、比較しながら

感じ取るとともに、写楽の生涯

や、創造的な表現の工夫などにつ

いて考え、日本の美術文化につい

て見方や感じ方を深めている。 

 

c:主体的に写楽の作品の造形的

なよさや美しさを感じ取り、創造

的な表現の工夫などについて考

える鑑賞の創造活動に取り組も

うとしている。 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

作品 

 

 

鑑賞ワー

クシート 

 

 

ワーク

シート 

 

 

作品 

 

 

鑑賞ワ

ークシ

ート 

 

 

活動の様

子 

 

 

 

 

振り返り

シート 

 

鑑賞ワー

クシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

直
線
・曲
線
の
構
成 

直線の構成・曲線の構成 

 

・言葉から受けるイメージ

を直線と曲線で表現するこ

とに関心をもち、伝える内

容から主題を生成する。 

・意図に応じて混色といっ

た絵の具の特性などを生か

し、表現方法を創意工夫し、

主題を追求して創造的に表

している。 

 

a:意図に応じて材料や用具の特

性を生かすとともに、色彩や線の

分割などの表現を工夫し、主題を

追求して創造的にあらわしてい

る。 

b:言葉から受ける形や色彩をイ

メージして、想像したことなどか

ら主題を生成し、表現形式の特性

を生かし形や色彩などについて

考え、創造的な表現の構想を練っ

ている。 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

作品 

 

 

 

ワーク

シート 

 

 

作品 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 

 


